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図２０ 完成トワル後方写真 図２３ 制作過程写真
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７．まとめ
衣服は布という不安定な媒体を通して造形するもの
であるが、それ故に伸ばしたり、いせたりすることが
可能である。縫い目をただのデザイン線と捉えるので
はなく、そこに効果を与えることで、フィットさせた
り、体から離したりすることができる。またその効果
を利用して、デザインに雰囲気を持たせることも可能
である。
洋服は展示するオブジェではなく、人が着るもので
ある以上、ある程度の動きをカバーできるものでなく
てはならない。一つのデザインに対して考えなければ
ならない要素はたくさんあるが、最終的に人が着ると
いう目的からそれることはない。
今回の製作はボディでの製作が主体となっているの
で今後人体での検証も必要ではないかと考える。
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